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杉原ほか，2004a)。このうち，近藤ら（1987b）は 1965 年に，25m 走，立ち幅






























	 3 歳から 6 歳までの全国的な規模の幼児 3,533 名を対象に身体測定と運動能力












































































	 本章では，3 歳から 6 歳までの全国的な規模の幼児 3,533 名を対象に身体測定



















は 40 年以上実施されており，十分保障できる測定方法である。 
 
（1）25m 走 





	 立ち幅跳びは，屋内の床に，幅 2cm 長さ 1m の踏み切り線（ビニールテープ）
を引き，その線に垂直にメジャーを張った。踏み切り線を踏まないようにして，
両足同時にできるだけ遠くに飛ばせた。記録は，踏み切り線から着地した地点を





確かめ制限ラインからの垂直距離を 50cm 単位で測定し，50cm 未満は切り捨て
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	 両足連続跳び越しは，4m50cm の間に等間隔に並べた高さ 5cm，長さ 10cm の
積み木 10 個を，両足をそろえた状態で跳ばせた。両足が積み木の幅以上離れる，
2 個以上跳び越す，上に乗ったり蹴飛ばしたりして散乱させた場合は失敗したこ






位で測定した。試技は，最高 180 秒までとした。 
 
（6）捕球 
	 捕球は，3m 離して 2 本の線を引き，片方に園児を，もう片方に測定者を立た




























































表 1	 男児，女児の体格 
 
 
























































ような n-1 次の多項式 f(x)を１つ定めることができる。 
	 まず，多項式の一般式を以下に示すと，以下となる。 
     (1-1)   
 
	 また，(1-1)式は(1-2)式のように表される。 






	   	  (1-3)   
 




	 今回の多項式を適用した検討の中で，3 歳前半は非常に N 数が少なかったため，
分析からは省くこととした。そうすると 3 歳後半，4 歳前半，後半，5 歳前半，




定点を通過するような 6 次多項式を構成し，その 1 次導関数を導く。6 次多項式




	 幼児の 3 歳後半から 6 歳後半までにおいて，算出された体格・各運動能力のそ
れぞれの年齢における平均値に対して 6 次の多項式を適用する。平均値に対して
適用するために年齢軸を調整する必要がある。例えば各年齢帯の平均を取ると，3
歳後半は 3.75 歳に収束するため，それぞれの年齢軸は次のように設定される。 
  f (x) =  a 0 + a 1 x + a 2x
 2+ ･･････････ + a n - 1 x n - 1
  f (x) = 




  a i  x
 i





i a i  x
( i - 1 )
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・・・＞3 歳後半：3.75 歳・・・＞4 歳前半：4.25 歳・・・＞4 歳後半：4.75 歳・・・
＞5 歳前半：5.25 歳・・・＞5 歳後半：5.75 歳・・・＞6 歳前半：6.25 歳・・・
＞6 歳後半：6.75 歳 
 
①測定データ{(ti, yi):i =1,2,3,4}を得る。ここでは，ti は年齢，yi は体格と運動能
力の現量値とする。年齢は幼児の 3.75 歳から 6.75 歳までの年齢軸(横軸)に適用さ
せることにする。 
 
②7 つの未知数を持つ連立 1 次方程式を構成する。 


















3 歳後半：3.75 歳	 	 	 64.11cm 
4 歳前半：4.25 歳      74.48cm 
4 歳後半：4.75 歳      82.19cm 
5 歳前半：5.25 歳      93.14cm 
5 歳後半：5.75 歳      101.79cm 
6 歳前半：6.25 歳      110.98cm 
6 歳後半：6.75 歳      112.51cm 
  
	 以上のデータに対して，6 次多項式を適用すると以下の 6 次関数が導かれる。 





 (2-2)	 ｙ '（ｔ）＝  6×(0.3488)ｔ5＋5×(109.93)ｔ4－4×(1433.5)ｔ3＋3×
(9898.4)ｔ2－2×(38157)ｔ＋77852 
	  
	 以上の 6 次多項式とその第 1 次導関数によって記述された立ち幅跳びのグラフ
が図 1 である。青色四角印の曲線が立ち幅跳びの発達現量値曲線であり，茶色の
曲線がその微分である速度曲線である。この速度曲線には局所的極大速度（LPV：







	 まず，図 2〜3 に示されるように，男児の身長と体重の多項式による発育現量
値曲線を見ると，僅かではあるがシグモイド状の曲線を示した。そこで，微分さ
れた速度曲線を見ると，身長の局所的極大速度（LPV : local peak velocity，以下




	 次に女児の体格の加齢変化を検討した（図 4〜5）。女児は，身長，体重とも LPV





	 次に図 6～11 に示された 25m 走，立ち幅跳び，ボール投げ，両足連続跳び越し，
体支持持続時間，捕球の多項式による発達量値と速度曲線を見ると，25m 走は，
上方に緩やかな凸型の曲線を示した。LPV は検出されず，速度は減少の一途を辿
る。立ち幅跳びは，直線傾向の中に 4 歳前半から 4 歳後半と，5 歳後半から 6 歳
前半の 2 か所に起伏が示された。特に 4 歳前半から 4 歳後半にかけて顕著に発達
することが確認された。ボール投げは，直線傾向の中に 4 歳前半から 4 歳後半と
5 歳後半から 6 歳前半の 2 か所に起伏が示された。特に５歳後半，顕著に発達が
進むことが確認できた。両足連続跳び越しは，特に LPV が検出されず，体支持持
続時間は，4 歳後半から 5 歳前半と 6 歳前半から 6 歳後半に LPV が検出され，特
に 6 歳前半から 6 歳後半にかけて顕著に発達が進むことが分かった。捕球は 3 歳
後半から 4 歳前半と 5 歳前半から 5 歳後半に LPV が検出され，特に 3 歳後半か
ら 4 歳前半に顕著に発達が進むことが確認された。そこで，3 項目の「走・跳・
投」速度曲線を見ると，25m 走は，加齢とともに記録は伸びるが LPV は検出さ
れず，速度は減少の一途を辿る。立ち幅跳びとボール投げは LPV が 2 か所に検出
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	 次に女児の運動能力加齢変化を図 12～17 に示した。多項式による発達量値の
速度曲線を見ると，25m 走は，4 歳前半から 5 歳前半に発達が著しいことが示さ
れた。立ち幅跳びは，4 歳後半から 5 歳後半にかけて顕著に発達する。ボール投
げは，3 歳後半から 4 歳前半と 4 歳後半から 5 歳後半にかけて著しく発達する。
そこで「走・跳・投」速度曲線を見ると，25m 走は，4 歳後半から 5 歳前半にか
けて速度が増加し，その後速度は減少の一途を辿る。立ち幅跳びとボール投げは，
共通して 4 歳後半から 5 歳後半にかけて著しく発達する。両足連続跳び越しは，
男児と似た曲線を描くが，4 歳後半から 5 歳前半に発達が促進される。体支持持
続時間は，4 歳後半から 5 歳後半にかけて著しく発達し，捕球は 4 歳前半から 4
歳後半と 5 歳後半から 6 歳前半の 2 か所に起伏が示され，特に 4 歳後半と 5 歳後
半に顕著に発達する。女児も男児と同様，両足連続跳び越しが 25m 走の発達に非
常に類似性があり，捕球は，投能力の発達と類似性があり，体支持持続時間は他

















理論的根拠は提供しているといえる。そこで，本章では 3 歳後半(3.75 歳)から 6
歳後半(6.75 歳)までの 7 点に対して 6 次の多項式を適用した。 
	 身長と体重の発育現量値及び速度曲線の挙動を見ると，男児の身長は 5 歳後半，
体重は 5 歳前半に LPV が出現しており，身長と体重の発育速度の spurt 事象がほ
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ぼ同時期に出現したことは，横断的データであることを考慮すれば，平均的には
5 歳から 6 歳にかけて体格発育の速度変化が示されたこととなる。女児は，身長，





	 次に，男児，女児の運動能力である 25m 走，立ち幅跳び，ボール投げ「走・跳・
投能力」の発達現量値及び速度曲線の挙動を見た。男児，女児とも走能力と両足

















児とも加齢に伴い記録は伸び，女児は 5 歳後半から 6 歳前半に顕著に発達した。
跳，投能力は，男児が 4 歳後半に著しく発達し，6 歳前半にも LPV が出現した。




















女児とも加齢に伴い伸び，女児は 5 歳後半から 6 歳前半に顕著に発達した。跳，
投能力は，男児，女児とも発達パターンに類似性があり，男児が 4 歳後半に著し












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































	 本章では，3 歳から 6 歳までの全国的な規模の幼児 3,533 名を対象に身体測定





























	 表 1 は，対象の幼児の身体特性を示した。身長は，3 歳前半と 3 歳後半の女児
の間を除き，男児，女児とも加齢とともに有意に高い値を示し (年齢 p<0.05)，性
差は，4 歳前半，4 歳後半，5 歳後半，6 歳前半で男児が女児に比べて有意に高い
値を示した(性差 p<0.05)。体重は，男児の 3 歳前半と 3 歳後半の間，6 歳前半と
6 歳後半の間，女児は 3 歳前半と 3 歳後半の間，4 歳前半と 4 歳後半の間を除き，




	   
2）幼児の運動能力について 
	 図 1〜6 は，6 種目の運動能力テストの経年変化と性差を示した。 










（3）ボール投げは，男児 3 歳前半と 3 歳後半の間，6 歳前半と 6 歳後半の間，女
児 3 歳前半と 3 歳後半の間を除き加齢とともに有意に高い値を示した(年齢
p<0.001)。性差は，全ての年齢において男児が女児に比べて高い値を示し，特に
4 歳後半以降，男児が女児に比べて有意に高い値を示した(性差 p<0.001)。 
 
（4）両足連続跳び越しは，男児，女児とも 3 歳前半と 3 歳後半の間，6 歳前半と
6 歳後半の間を除き加齢とともに有意に低い値を示した(年齢 p<0.001)。性差は，






（6）捕球は，男児，女児とも加齢とともに高い値を示し，男児が 3 歳前半と 3
歳後半の間，6 歳前半と 6 歳後半の間，女児は 3 歳前半と 3 歳後半の間を除き，
有意に高い値を示した（年齢 p<0.001）。性差は，4 歳前半，6 歳後半を除いて男











	 本章における 25m 走は，幼児の体力を構成する 9 要素の中で速度を示す指標で
あり(体力科学センター調整力委員会，1976：藤井ほか，2006a)，男児，女児と
もに年齢と比例してほぼ直線的に発達し，4 歳後半以降性差が出現する傾向を示
した(p<0.05)。杉原，森ら(杉原ほか，2004a：2004b：Sugihara	 et	 al ほか，
2006：森ほか，2010)は，幼児期における 25m において，男児，女児ともに 1966
年から 1986 年まで向上し，その後 1997 年にまでの 10 年間低下し続けているこ
とを報告している。今回の対象は，男児，女児ともに 1966 年の調査結果より高
い値を示したものの，最も高い値を示した 1986 年の調査結果よりは劣っており，
1966 年以降の調査とほぼ同様の値を示した。また 25m 走は，3 歳前半から有意
に発達し，他 5 種目より早期に発達することが明らかになった。また，運動発達
に関しては，男児，女児ともにほとんど差がなかった。 
	 立ち幅跳びは，杉原ら(Sugihara	 et	 al，2006：森ほか，2010)が 1966 年か
ら 1986 年まで男児，女児ともに継続的に高値を示したが，その後 2008 年まで低




















体支持持続時間で最も低い値は 1 秒，最も高い値は 180 秒を示した。本人の意欲
や体調がかなり左右されるため，正確さに問題が残る。 




































































Significantly difference in age: different alphabet 









Age n mean S.D. mean S.D. mean S.D.
3.25 8 94.5 ± 2.4 A 13.7 ± 0.8 A 15.3 ± 0.5 A
3.75 41 98.5 ± 4.2 B 15.1 ± 1.6 A 15.6 ± 1.0 A
4.25 104 102.6 ± 4.6 C * 16.5 ± 2.4 B 15.6 ± 1.5 A
4.75 312 104.8 ± 4.3 D *** 16.9 ± 2.0 C ** 15.3 ± 1.1 A
5.25 390 107.7 ± 4.2 E 17.8 ± 2.3 D * 15.3 ± 1.3 A
5.75 448 111.0 ± 4.4 F *** 19.0 ± 3.1 E *** 15.4 ± 2.3 A
6.25 445 114.3 ± 4.5 G *** 20.2 ± 3.0 F 15.4 ± 1.6 A
6.75 71 115.1 ± 4.1 H 20.3 ± 5.8 F 15.3 ± 4.5 A
Girls
Age n mean S.D. mean S.D. mean S.D.
3.25 4 96.3 ± 1.8 a 13.4 ± 0.8 a 14.5 ± 0.5 a
3.75 41 96.9 ± 3.5 a 14.1 ± 1.4 a 15.0 ± 1.0 a
4.25 94 101.2 ± 4.5 b 16.0 ± 2.0 b 15.5 ± 1.3 a
4.75 328 103.5 ± 3.7 c 16.3 ± 1.8 b 15.2 ± 1.2 a
5.25 376 107.2 ± 4.3 d 17.3 ± 2.2 c 15.0 ± 1.2 a
5.75 409 109.5 ± 4.8 e 18.1 ± 2.3 d 15.1 ± 2.4 a
6.25 406 113.2 ± 4.2 f 19.5 ± 2.6 e 15.2 ± 1.4 a
6.75 56 115.6 ± 5.0 g 20.5 ± 3.4 f 15.3 ± 1.7 a
Height (cm) Body weight (kg) Kaup's index (g/cm2)×10













































3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 5.5 6.0 6.5
（sec.）
（age）
Significantly difference in age: different alphabet


























3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 5.5 6.0 6.5
(cm)
（age）
Significantly difference in age: different alphabet





































































3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 5.5 6.0 6.5
（m）
（age）
Significantly difference in age: different alphabet



























3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 5.5 6.0 6.5
（sec.）
（age）
Significantly difference in age: different alphabet



























































3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 5.5 6.0 6.5
（times）
（age）
Significantly difference in age: different alphabet






























3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 5.5 6.0 6.5
（sec.）
（age）
Significantly difference in age: different alphabet


























































	 これまでに幼児の 3 歳から 6 歳までにおいて，各年齢を前半と後半に分け，3
歳前半，後半，4 歳前半，後半，5 歳前半，後半，6 歳前半，後半として運動能力
の統計値を算出した。そこで算出された各運動能力のそれぞれの年齢における平
均値に対して 1 次から 3 次までの最小二乗近似多項式を適用することにした。平
均値に対して適用するために年齢軸を調整する必要がある。例えば各年齢帯の平
均を取ると，3 歳前半は 3.25 歳，3 歳後半は 3.75 歳に収束するため，それぞれの
年齢軸は次のように設定される。  
3 歳前半：3.25 歳・・・＞3 歳後半：3.75 歳・・・＞4 歳前半：4.25 歳・・・＞4
歳後半：4.75 歳・・・＞5 歳前半：5.25 歳・・・＞5 歳後半：5.75 歳・・・＞6













	 3.75 歳から 6.75 歳までの男児の立ち幅跳びの記録は以下となった。 
3 歳後半：3.75 歳	 	 	 64.11cm 
4 歳前半：4.25 歳      74.48cm 
4 歳後半：4.75 歳      82.19cm 
5 歳前半：5.25 歳      93.14cm 
5 歳後半：5.75 歳      101.79cm 
6 歳前半：6.25 歳      110.98cm 
6 歳後半：6.75 歳      112.51cm 
 






立ち幅跳びの最小二乗近似多項式を見ると，決定係数は 3 次が最も高いが，1 次












   (1-1)	 ｙ(ｔ)＝－1.97164ｔ2＋37.68791ｔ－50.23248 
 さらに，上式の 2 次多項式が各年齢における平均値±0.5SD，1.5SD 値に対して
2 次多項式回帰評価チャートを適用した（図 5）。なお，５段階評価については，
１：mean − 1.5SD 以下に全体の約 7%，２：mean - 0.5SD～- 1.5SD 間に全体の
約 24%，３：mean ± 0.5SD 間に全体の約 38%，４：mean + 0.5SD～+ 1.5SD 間
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国幼児を対象に 3.5 歳から 6 歳までの月齢年齢に対して全てのデータに対して最
小二乗近似多項式を適用して解析した新しい手法を参考にした。また，藤井ら



















女児とも右下がりの下方に湾曲を示し，3 歳後半から 5 歳前半では生物学的ばら
つきが示された。また，3 歳後半から 5 歳前半にかけて個人差が確認できた。体
支持持続時間では，右上がりの下方に湾曲を示していた。幼児の頑張り意識の要
因も影響すると考えられるが，加齢とともに個人差が顕著となる。捕球は，男児，







































両足連続跳び越しは，男児，女児とも 3 歳後半から 5 歳前半にかけて個人差が確
認された。体支持持続時間では，加齢とともにかなり個人差が顕著となる。捕球





















図 2	 男児の立ち幅跳びの最小二乗近似多項式（2 次） 
 
 



























































































図 5	 男児の立ち幅跳びの 2 次多項式回帰評価チャート 
 
 




























































































































































































































































































































































































































種目の得られた値と各半年の年齢区分表から 1 から 5 点と点数化し，6 種目の総




	 身体活動量は，スズケン社製の生活習慣記録装置 Lifecoder を用いて測定した。
身体活動量は，歩数，運動量，総消費量を記録した。Lifecoder の使用方法は，
対象や保護者，幼稚園教諭に説明を行った。対象は，右腰部に装着しベルトを用



















	 対象の身体的特徴を表 1 に示した。身長，体重，足長は，男児，女児とも加齢
とともに高い値を示した。BMI は，変化を示さなかった。男児の身長は，女児と
比べ 6.5 歳を除いて高い値を示し，4.5 歳，5.0 歳，5.5 歳，6.0 歳で有意に高い
値を示した。男児の体重は，女児と比べて 4.5 歳と 6.0 歳で有意に高い値を示し，
男児の足長は女児と比べて 4.5 歳と 5.0 歳で有意に高い値を示した。	
	
2）身体活動量（歩数・運動量・総消費量）	
	 身体活動量を表 2 に示した。男児の身体活動量は，歩数・運動量・総消費量に





	 運動能力テストの経年変化と性差は，図 1 に示した。25m 走は，男児，女児と
も 6.0 歳と 6.5 歳の間を除いて加齢とともに有意に低い値を示した。男児は，女
児に比べて全ての年齢において低い値を示し，特に 4.5 歳以降，有意な差が認め
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られた。立ち幅跳びは，加齢とともに記録が向上し，男児は 4.5 歳から 6.0 歳ま
で女児が 5.0 歳から 6.0 歳まで有意に高い値を示した。性差は，25m 走と同様の
傾向を示した。ボール投げは，男児，女児とも加齢とともに記録の向上が確認さ
れ，男児，女児とも 4.5 歳から 6.0 歳まで有意な差が認められた。性差は，4.0
歳以降で男児が女児に比べて有意に高かった。両足連続跳び越しは，男児，女児
とも 6.0 歳と 6.5 歳の間を除いて加齢とともに有意に低い値を示した。性差は，
ほとんど確認できなかった。体支持持続時間は，男児が 5.0 歳以降，女児が 5.5
歳以降で有意に高い値を示した。一方 4.5 歳のみ，女児が男児と比べて有意に高
い値を示した。捕球は，男児，女児とも加齢とともに高い値を示し，特に男児が




	 図 2 は，加齢に伴う男児，女児の骨密度の変化を示した。男児の SOS は，5.5
























は 4.5 歳以降，ボール投げは 4.0 歳以降で有意に高い値を示した。	
	 男児の身体活動量は，歩数・運動量・総消費量において女児と比べて高い値を
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age mean ± S.D. mean ± S.D. mean ± S.D.
3.5 11671.2 ± 4883.5 A 86.3 ± 44.9 A 1158.2 ± 97.5 A **
4.0 13221.0 ± 3268.5 A ** 103.3 ± 31.1 A * 1246.8 ± 57.9 B ***
4.5 14106.7 ± 4787.8 B *** 125.5 ± 52.6 B *** 1296.4 ± 90.6 C ***
5.0 13718.7 ± 4616.2 B *** 136.1 ± 58.0 B *** 1372.2 ± 125.0 D ***
5.5 13885.2 ± 4543.0 B *** 133.7 ± 63.4 B *** 1377.9 ± 149.5 D ***
6.0 13624.2 ± 4380.0 B * 147.6 ± 57.7 C *** 1460.9 ± 130.8 E ***
6.5 15090.8 ± 4991.9 B 166.3 ± 61.4 C * 1475.8 ± 89.9 E ***
3.5 9968.9 ± 2190.6 a 65.1 ± 19.8 a 1086.2 ± 56.7 a
4.0 12022.2 ± 3332.9 b 92.8 ± 31.5 b 1171.6 ± 72.1 b
4.5 11114.8 ± 3652.1 a 89.3 ± 33.1 b 1155.2 ± 54.7 b
5.0 10995.8 ± 3567.9 a 96.2 ± 38.9 bc 1204.4 ± 97.0 c
5.5 10635.0 ± 4039.8 a 102.3 ± 49.2 c 1252.8 ± 108.6 d
6.0 12603.4 ± 4477.1 c 123.5 ± 55.2 c 1285.8 ± 121.1 e
6.5 12976.1 ± 3689.8 c 137.2 ± 47.8 c 1342.8 ± 118.6 f
Boys
Girls
Step conut (step) Amount of exercise (kcal) Overall consumption (kcal)
















Significantly difference in age: different alphabet 
Significantly difference in gender: *p<0.05, **p<0.01, ***p<0.001 
 



















Significantly difference in age: different alphabet 
Significantly difference in gender: *p<0.05, **p<0.01, ***p<0.001 
age n mean SD mean SD mean SD mean SD
3.5 10 99.2 ± 3.9 A 15.7 ± 1.8 A 16.0 ± 1.0 A 15.4 ± 0.6 A
4.0 19 102.7 ± 3.5 B 16.5 ± 2.2 AB 15.5 ± 1.5 A 15.6 ± 0.6 A
4.5 79 104.8 ± 4.0 C ** 17.2 ± 1.7 B * 15.6 ± 1.0 A 16.3 ± 0.7 B *
5.0 125 107.4 ± 4.2 D .* 18.0 ± 2.3 C 15.5 ± 1.3 A 16.6 ± 0.8 C ***
5.5 159 110.8 ± 4.5 E ** 19.1 ± 4.1 D 15.5 ± 3.5 A 16.9 ± 0.8 C
6.0 161 114.2 ± 4.3 F ** 20.3 ± 2.9 E ** 15.5 ± 1.6 A 17.3 ± 0.9 D
6.5 53 115.4 ± 4.2 F 20.8 ± 6.6 F 15.6 ± 5.2 A 17.3 ± 0.8 D
3.5 11 96.7 ± 3.0 a 15.1 ± 1.3 a 16.2 ± 0.8 a 15.1 ± 0.2 a
4.0 21 101.8 ± 4.3 a 16.2 ± 1.7 a 15.6 ± 1.2 a 15.6 ± 0.7 a
4.5 84 103.0 ± 3.5 b 16.2 ± 1.7 b 15.2 ± 1.2 a 15.7 ± 0.6 a
5.0 136 106.9 ± 4.0 c 17.3 ± 2.2 c 15.1 ± 1.2 a 16.1 ± 0.9 b
5.5 129 109.3 ± 6.1 d 18.4 ± 2.6 d 15.6 ± 3.9 a 16.6 ± 0.8 c
6.0 128 112.8 ± 4.0 e 19.4 ± 2.5 e 15.2 ± 1.3 a 16.9 ± 0.9 d




Height (cm) Weight (kg) BMI (kg/cm2)
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Significantly difference in age: different alphabet 











age mean ± S.D. mean ± S.D. mean ± S.D.
3.5 11807.4 ± 5156.4 A 88.4 ± 47.6 A 1158.6 ± 99.6 A
4.0 13566.8 ± 3054.3 A 107.0 ± 29.0 A 1252.5 ± 57.1 B
4.5 14765.8 ± 4694.8 B * 132.2 ± 52.9 B 1302.6 ± 91.7 C
5.0 14613.7 ± 4338.6 B *** 145.9 ± 54.7 B *** 1382.5 ± 127.8 D
5.5 14411.1 ± 4418.7 B * 140.1 ± 61.8 B 1384.9 ± 150.8 D
6.0 14992.6 ± 3767.3 B *** 165.2 ± 51.8 C *** 1481.2 ± 127.0 E **
6.5 15174.1 ± 3500.3 B 166.4 ± 47.6 C 1477.4 ± 80.7 E
3.5 11353.3 ± 4617.5 A 81.2 ± 41.6 A 1157.2 ± 101.6 A
4.0 12377.9 ± 3654.6 A 94.3 ± 34.6 A 1233.1 ± 58.2 B
4.5 12416.0 ± 4704.9 A 108.2 ± 49.0 B 1280.4 ± 87.6 C
5.0 11455.8 ± 4559.8 A 111.2 ± 59.2 B 1346.2 ± 114.6 D
5.5 12538.4 ± 4633.3 A 117.4 ± 65.1 C 1360.0 ± 146.5 D
6.0 10130.2 ± 3893.2 A 102.9 ± 47.1 ABC 1409.2 ± 127.1 E
6.5 14882.6 ± 7924.2 B 166.0 ± 91.4 D 1471.8 ± 116.1 F
3.5 10197.5 ± 2989.6 a 69.1 ± 26.2 a 1087.0 ± 69.1 a
4.0 12635.6 ± 2983.7 b ** 97.7 ± 29.7 b * 1178.7 ± 69.7 b
4.5 11682.3 ± 3635.9 a * 95.0 ± 33.6 b ** 1162.1 ± 52.9 b *
5.0 11619.9 ± 3457.8 a *** 102.4 ± 38.1 b *** 1211.3 ± 98.6 c
5.5 11267.7 ± 3960.7 a ** 109.7 ± 50.4 c ** 1263.6 ± 109.1 d
6.0 13795.4 ± 4175.1 c *** 137.4 ± 53.1 c *** 1300.6 ± 119.1 e **
6.5 13411.6 ± 3751.0 c 143.4 ± 51.9 c 1351.9 ± 124.5 f
3.5 9877.4 ± 1869.7 a 63.5 ± 17.1 a 1084.3 ± 52.9 a
4.0 10522.8 ± 3694.5 a 80.8 ± 33.1 b 1154.1 ± 75.8 b
4.5 9696.2 ± 3344.0 a 75.2 ± 27.6 a 1138.0 ± 56.3 b
5.0 9441.9 ± 3389.6 a 80.8 ± 36.7 a 1187.4 ± 91.6 c
5.5 9109.1 ± 3869.8 a 84.5 ± 41.7 a 1226.8 ± 104.6 d
6.0 9643.3 ± 3799.9 a 89.0 ± 44.5 c 1249.2 ± 119.3 d
































Significantly difference in age: different alphabet 
Significantly difference in gender: *p<0.05, **p<0.01, ***p<0.001 






















3.5 4.0 4.5 5.0 5.5 6.0 6.5（age）
A
F











































































































































































































3.5 4.0 4.5 5.0 5.5 6.0 6.5（age）













































































































































































































































	 1 日の運動・スポーツの実施時間が長いほど体力水準が高いという関係は 8 歳
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の要素を音楽に合わせて楽しみながら向上できるように THP プログラム（図 1）
やジャクパダンス（図 2）を制作した。本運動プログラムは，文部科学省，教育
委員会，企業とも連携し，全国の幼稚園，保育所，小中学校で実践している。2004





















































催都市の自治体が後援となっているすこやかキッズスポーツ塾（図 3〜9）を 2006 
年から実施してきた。2006 年から 2014 年までの間で 1 日スポーツ塾として





































































































































































































































































































































































































図 9	 すこやかキッズスポーツ塾資料 
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